










●  まとめ

 本年度の調査結果をまとめると、次の通りである。

  まず今回調査した神奈川県の 3市に限って見ると、その体験学習の中心は保育所であっ

て、授業の一部というよりボランティア活動のひとつとして進められている。そのため、

生徒全員が参加するケースは少なく、ボランティア活動や子どもの保育に興味や関心のあ

る者が自主的にかかわるというかたちになっている。また、保健所による体験学習と違っ

て、じかに子どもにふれあう学習が中心になっており、年齢も 0歳から就学前にわたって

いる。日数では、夏休み期間の 2～3 日から 7 日前後で、時間はほぼ保育所の保育時問に

そっている場合が多い。さらに今回調査した範囲では参加生徒のうち、圧倒的に女子が多

く男子生徒が少なくなっている。また、こうした体験学習が東京では、すでに一部の乳児

院で行われており、示唆に富む実践が展開されていた。今後の課題としては体験学習にお

ける内容の充実や行政機関(市町村)、学校など関連機関との連携のあり方などが多く指摘

されている。


